
たんの吸引や、経管栄養、胃ろう、導尿などは、

生きるために必要な生活支援行為です。しかし、

医療的ケアが必要なために、学校や社会での生活

に多くの制約があります。

医療的ケアや人工呼吸器を必要としながら暮ら

す子どもたちや人たちの姿にふれてみませんか？

そして、どうすれば、医療的ケアや人工呼吸器が

必要でも、地域でともに学び、ともに生きられる

のか一緒に考えていきましょう。

ダイジェスト版がこちらからご覧いただけます
https://youtu.be/wfVwMxEyL40

JR身延線「常永駅」より徒歩10分

「イオンモール甲府昭和」より徒歩8分

※イオンモール甲府昭和は「甲府駅」南口からシャトルバス

で約30分

会場の東側に駐車場があります。

周辺道路は混雑が予想されますので、時間に余裕を
持ってお出かけ下さい。

主催：バクバクの会～人工呼吸器とともに生きる
後援： 社会福祉法人 健輝会 げんき夢こども園・ 医療法人社団 健輝会 げんきキッズクリニック

昭和町、南アルプス市、市川三郷町、富士川町, 日本ALS協会山梨県支部
心身障害児者親の会たんぽぽ

助成： タケダ・ウェルビーイング・プログラム2016

2018年6月30日（土）

会場

げんき夢こども園『きらきらホ－ル』

社会福祉法人 健輝会

（中巨摩郡昭和町河東中島748－1）

（会場内のイスは限りがありますので

クッション等の 持参をお願い致します。）

参加費 無料
( 定員：50名 先着順）

※お申込みは裏面「参加申込書」をご利用ください。

13：00～開場/受付

13：30～14：30 上映会

14：45～16：30 意見交換会



FAX用お申込書
代表者のお名前（ふりがな） 参加人数 名

住所（〒 － E-Mail

電話番号 FAX番号

所属（○をつけてください） 当事者・家族・保育・教育・医療・保健・福祉関係・学生・その他
所属名（あれば）

《必要とする配慮事項など》 該当する項目がありましたら、〇で囲んでください。

１、車いすの使用と介助者の同行について
・車いすの使用 （ 車いす ・ ストレッチャー式車いす ）
・電源使用 （ あり ・ なし ）
・介助者の同行 （ 名）

２、情報保障について （ 手話通訳 ・要約筆記 ） 申込〆切：6月25日 (月）

お申し込み/お問い合わせ 申込〆切：6月25日（月）

(資料準備の都合上、なるべく事前申し込みをお願いします。)

バクバクの会～人工呼吸器とともに生きる

山梨実行委員会（担当：北村）

ＴＥＬ／ＦＡＸ：055－272－4658／Ｅ－Mail：eriko235@gmail.com

下記、必要事項をご記入の上、E-Mail・FAXのいずれかでお申し込みください。

※『個人情報保護に関する確認事項』申込書にご記入頂いた個人情報は、参加人数の把握及び内容変更・

中止等のご連絡が目的であり、ご記入頂いた情報は第三者に提供することはございません。

北北村哲史さん（27歳）
富士山5合目初登頂

毎年おでかけしています。
次はどこにいこうかな❓

齊藤ゆずかさん ( 15歳)
あけぼの支援学校高等部１年
夜間のみ呼吸器を使用しています。
1時間弱の通学毎日頑張ってます

都倉幹大君(13歳、中1)
お出かけが大好きでーす

最近ではGWに富士芝桜まつり
に行ってきました

夏休みには宿泊旅行だぁー🎵

自然大好き

中込康太さん（24歳）

自立目指してま〜す

(^o^)/

（妹）柴田みのりさん（26歳）
毎年地域の人たちとイチゴ
狩りに行きます。今年も９５歳
の祖母も一緒です。

（姉）柴田知恵さん（32歳）
毎週土曜日は外出して
います。病院のそばにあ
る千代田湖に行きました。

中込真知さん（23歳）
今とてもはまってることは

snowで写真を撮ってもらう事と
足湯かな

mailto:eriko235@gmail.com

